
取組事例11 構成事業主のため、政策提言・要望活動等を積極的に展開

会員に提供するサービスの内容

狭山商工会議所

時期 実施したこと

令和5年度分申請

令和5年11月 日本商工会議所を通じて助成金の存在を知り、申請

令和5年12月～
精神科産業医によるセミナー「産業医と考える会社のメン
タルヘルス事件簿」を実施

令和5年度実施内容

○ 「産業医と考える会社のメンタルヘルス事件簿」セミナーを実施

（リーフレット裏面の申請サービス⑦）

２月８日、参加希望のあった 22 事業場の従業員等 29 名に対して会場受講とオンライ

ン受講を組合わせたハイブリット形式により開催しました。

永年に渡って、地域の経済団体として、労働災害防止、健康経営の推進
等を行ってまいりましたが、会員事業者の中には産業医や衛生委員会など
保健スタッフを持たない中小・小規模事業者も多く、産業保健サービスを
受けることができない状況が続いています。私どもといたしましては、産
業保健分野においてもぜひ地域の事業者のために微力ながら貢献したいと
考え、その第一歩として本助成金を活用することとしました。

活用の

背景と目的

団体概要

所在地 ：埼玉県狭山市

会員数 ：2,272事業所

事業内容：地域の様々な課題を解決するため、ネット

ワークを活用し、現場主義と双方向主義の

徹底のもと活動を展開しています

申請年度：令和５年度
狭山市 七夕の妖精 おりぴぃ

申請するまでの流れ



第一部では訴訟のリスク、第二部では実際の裁判例、第三部では産業医の活用方法に

ついて解説し、セミナー終了後は会場受講者を中心に個別に質疑応答を実施。時間の都

合により回答できなかった内容については全参加者宛に後日レポートを送付しました。

取組の成果

本セミナーには製造業を中心に企業の担当者はもとより一部公共機関
や報道機関からも参加があり、メンタルヘルスに関する注目の高さを改
めて認識しました。セミナーの内容についてはいずれの参加者も「非常
に良かった」「良かった」と回答しており、企業におけるメンタルヘル
ス対策の重要性を理解してもらうことができたと判断しています。

申請に当たり

苦労した点

本助成金を活用するためには、金額の多寡に関わらず契約書を用いた
契約の締結が必要であることから、セミナー業務委託（請負）契約書の
作成や契約締結に思いのほか労力を要しました。

これから申請

を検討してい

る団体への

アドバイス

当所においては初めての電子申請システム（jGrants）を用いた交付申
請・支給申請・実施結果報告でしたが、終始非常にスムーズで、郵送によ
る申請と比較して格段に利便性が向上していると感じました。
本助成金では広報用チラシの作成に係る経費については補助対象外と

なっているため、予め予算措置が必要な点に注意が必要です。

参加者からは「事例が多く参加して良

かった」「もっと話を聞いてみたいと

思った」「メンタルヘルス対策に常道は

ないことを再認識した」「情報共有の大

切さを痛感した」といった意見が寄せら

れました。

セミナー当日の様子
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